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平成 18年度からスター トした中期計画において農業環境 リスク指標を研究するリサーチプ

ロジェク ト (「 農業環境 リスク指標」RP)力 発`足 し、 リーダーを担当することになりました。

農業には作物生産 とい う重要な役割がありますが、この他に多くの機能があることが知 られて

きました。一方、農業活動が周辺環境へ様々な悪影響を及ぼしていることも否定できません。

そこで、「農業環境 リスク指標」RPでは、わが国の農業が環境へ及ぼす良い影響 (便 益)や

悪い影響 (リ スク)を評価するためにわかりやすい指標 (農業環境 リスク指標)を作成する研

究に取 り組んでいます。農業環境 リスク指標を用いることで、環境へ及ぼす影響をわかりやす

く評価でき、環境にや さしい農業に有効な生産技術を選ぶことが可能になると考えています。

また、指標の値の経年変化や地域分布を見ることにより、環境保全型農業の推進に有効な政策

立案に役立てることもできます。現在、(1)養 分からみた指標、(2)土壌保全からみた指標、(3)

農薬使用からみた指標、(4)生 物多様性を評価する手法、の 4つ の研究テーマについて取 り組

んでいます。

農業環境 リスク指標を作成するにあたつては、気象、土壌の性質、生物の生虐、状況、ある

いは土地利用や営農情報などの様々な自然・社会的条件の情報が必要になります。農業環境指

標の先進国であるカナダでは土壌侵食や水質汚染 リスクなどの指標を作成するにあたつて国家

規模の土壌のデータベースである CanSISを 利用 しています。 日本においても同様で、農業環

境に関する情報を収集・整理・発信する農業環境インベン トリーセンターとの密接な連携によ

つて、これ らの情報を有効に利用することができ、研究が進んでいくと考えています。

インベン トリーに蓄積 された情報を一方的に利用することばか り述べてきましたが、研究

の過程で作成 されるデータをインベン トリーに蓄積する、といつた双方向のや り取 りによリイ

ンベン トリーが充実するとともに研究も進んでいくのではないかと考えています。単独の情報

ではわからなかつたことが、複数の情報を組み合わせることで明らかになることはよくあるこ

とです。こうしたことから「農業環境 リスク指標」RPで作成 したデータの登録を予定 してい

ます (詳細は本文中に記載 )。

農業環境インベン トリーの充実のためには、皆様の知恵 と情報が不可欠です。 ご支援、ご

協力をよろしくお願いします。
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